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～ 産業遺構・伝統食・未来 ～～ 産業遺構・伝統食・未来 ～

昔を振り返り、これからの時代のヒントを探る旅

参加者募集！

久しぶりの阿賀町での講座開催に当たり、阿賀町に残る産業
遺構から上流域の近代化を見つめ直しつつ、冬の伝統食・
糀文化を現代的なスタイルにアレンジして提案します。

新潟昭和㈱（撮影：山口冬人氏）新潟昭和㈱（撮影：山口冬人氏）

草倉銅山坑道跡
（撮影：山口冬人氏）
草倉銅山坑道跡
（撮影：山口冬人氏）

持倉銅山の産業遺構（撮影：山口冬人氏）持倉銅山の産業遺構（撮影：山口冬人氏）

主催●新潟県＆阿賀野川エコミュージアム構想推進協議会　共催●阿賀町＆阿賀野川ライン観光協会　企画●
〔一社〕あがのがわ環境学舎　後援●新潟市、五泉市、阿賀野市　協力●山崎糀屋、〔一社〕里山げんき倶楽部
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地域再発見講座（第12回）

定員3０名・参加費１,０００円/名（昼食代実費）開催案内
平成26年2月23日（日） 10時～ 15時平　日時

阿賀町公民館1F講堂 （阿賀町役場鹿瀬支所隣）阿賀町公民館1F講堂 （阿賀町役場鹿瀬支所隣）
住所：東蒲原郡阿賀町鹿瀬８９８５－１ （電話：0254-92-3334）
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　「山崎糀屋」さんは、健康にも良い糀
食文化が幅広い世代に広まるようにと、
「甘酒スムージー」という新しい糀食スタ
イルを提案しています。当日は山崎糀屋
店内で体験していただきます。
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　昼食は恒例の豪華な粗食ですが、今回
は「山崎糀屋」さんとコラボレーションして、
糀食品や味噌など“発酵食”をテーマとした
「豪華な粗食“糀”」を提供いたします。
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4. 流域の豪華な粗食弁当 “糀”

惣菜ダイニング雉や　電話：025-225-5157
住所：新潟市中央区東中通2-280新潟時報会館1F今回の調理先

山崎糀屋　電話：0254-92-2030
住所：東蒲原郡阿賀町津川４５２体験先

3. 山崎糀屋で甘酒スムージー体験 ！

持倉銅山の産業遺構（撮影：山口冬人氏）持倉銅山の産業遺構（撮影：山口冬人氏）

1.草倉銅山・持倉銅山を学ぶ

2. 旧昭和電工㈱鹿瀬工場を見学

　古河財閥が開発した「草倉銅山」や、昨年テレビで話題に
なった「持倉銅山」など、明治期から繁栄し始めた阿賀町銅山
を、下記メンバーが貴重な史料・豊富な写真と共に振り返ります。

●立川小三郎氏（元・五十島渡船場船頭）
●斎藤英雄氏（奥阿賀観光㈱取締役総括部長）
●山口冬人氏（写真家）
●江川功氏（コーディネーター／NPO法人まちづくり学校理事）

　かつて昭和の高度成長の一端を阿賀野川上流域から支えた旧昭和
電工㈱鹿瀬工場（※現・新潟昭和㈱）。当時の面影を残す事務所内部
を見学し、現在の環境浄化の取組についてもガイドしていただきます。

（※現・新潟昭和㈱）

新潟昭和㈱正門（撮影：山口冬人氏）新潟昭和㈱正門（撮影：山口冬人氏）

昭和電工㈱鹿瀬工場正門の出勤風景（昭和30年代、提供：阿賀町教育委員会）昭和電工㈱鹿瀬工場正門の出勤風景（昭和30年代、提供：阿賀町教育委員会）

持倉鉱山採鉱課前にて
（大正期、提供：矢部和男氏）

持倉鉱山採鉱課前にて
（大正期、提供：矢部和男氏）


